
地域の多様な教育資源を活用した
新たな普通科の設置に向けた調査研究

新時代に対応した高等学校改革推進事業
令和４年度～令和６年度 研究指定校



本校の概要
□所在地：和歌山県東牟婁郡串本町串本1522

□歴 史：１９１８年（大正７年） 開校

☆２００８年（平成２０年）に、

串本高校と古座高校が

合併して、串本古座高等学校に

□校訓・校是：進取創造・質実剛健

本州最南端の町

３年生 普 通 科 ５０／120 

２年生 普 通 科 ７９／120

□生徒数：

○クリエイティブコース ○グローカルコース ○アドバンストコース

１年生 未来創造学科 ８０／120

○地域探究コース（44名）○文理探究コース（29名）○宇宙探究コース（7名）

計２０９名



本校の概要

☆全国募集生徒 計２１人 （１年生６人 ２年生１０人 ３年生５人）

□教員数：３２名

□地域協議会コーディネーター ２名

□平成２９年度から（2017年）

「串本古座高校魅力化プロジェクト」

串本町・古座川町・本校で地域協議会を設置

○全国募集の開始 ○地域包括的支援部（ＣＧＳ）の設置 ○「地域まるごとキャンパス構想」 〇公営塾

・・・地域の教育資源を活用した特色ある授業展開

□令和４年度から（2022年）

「新時代に対応した高等学校改革推進事業」の指定校 （学科の種類：地域社会学科）

□普通科改革コーディネーター １名



LINE 本文ページ

インプット アウトプット 中間アウトカム 最終アウトカムアクティビティ

提案・発表内容の実行に
移す回数の増加

レポート・プレゼンテー
ションの

実践的な理解

さらなる教科横断的な授業
（カリキュラム）の開発

学校設定教科（宇宙）およ
び学校設定科目の構築

パフォーマンス課題の開発と共有化

専門的な知見に触れる機会の増加

地域に留まらない多様な
価値観との接触

生徒が主体的に学習に取り組む
態度の共通理解

年間を通した全教科の
カリキュラムマネジメント

の構築

各授業の評価規準ルーブリック等の作成 カリキュラム・グラ
デュエーションポリ
シーの実現

広い視野や探究心を
持ち新たな価値創造
に挑戦する力や社会
や地域の課題を主体
的に考え解決してい
こうとする力の育成
の実現

自ら地域に出て、さらな
る問いを立て、探究する

生徒の増加

生徒の学び支援への主体
性のさらなる向上

探究課題の提案回数
や発表回数の増加

生徒・教員ともに
探究方法の共有化

ICTやSNSを活用し
た情報発信の増加

宇宙探究・地域探究
コースの

カリキュラム開発

コーディネーター
の配置

校内組織の設置
・事業推進委員会
・教育課程検討委員会

運営指導委員会
の設置

コンソーシアムの
設置

普通科改革支援事
業費

研究授業・公開授業数の
増加

パンフレットやポス
ターによる情報発信

の増加

探究課題を、より自分ごと
と捉える意識の向上

生徒自身の学校や地域社会
への参画意識の向上

教育課程等開発

各教職員の理解促進

探究活動の

実践力向上

インタビュー・フィール
ドワークの増加

地域の学校として育成したい
資質・能力の共有化

生徒の繋がりの機会増加

地域の資源や課題に直接
触れる機会の増大

生徒の動きが

活発化

生徒の意識が向上

地域への愛着と貢献意識
および宇宙規模の視点で
物事を捉える意識の向上

生徒の行動変容

生徒理解の促進
大学関係者・企業など
からの指導・支援

講師招聘事業・先進校視
察・域内の学校との連携

地域の自治体・地元企業な
どとの連携を深化

産官学等連携の深まり

各教職員の行動変容

串本古座高校の
教育目標実現

国内の高校との
交流・連携

Ｒ４ Ｒ６Ｒ５ 本校のロジックモデル



ｖ

ｖ

ｖ

ｖ

ｖ

令和５年度の成果と課題

ｖ

レポート・プレゼン
テーションの
実践的な理解

学校設定教科（宇宙）
および

学校設定科目の構築

専門的な知見に触れる
機会の増加

地域に留まらない
多様な価値観との接触

生徒が主体的に学習に
取り組む態度の
共通理解

年間を通した全教科の
カリキュラムマネジメント

の構築

各授業の評価規準
ルーブリック等の作成

探究課題の提案回数や
発表回数の増加

生徒・教員ともに
探究方法の
共有化 ICTやSNSを活用した情

報発信の増加

宇宙探究・地域探究
コースの

カリキュラム開発

パンフレットやポスターに
よる情報発信の増加

教育課程等開発

各教職員の理解促進

探究活動の実践力向上

インタビュー・フィールド
ワークの増加

地域の学校として
育成したい

資質・能力の共有化
地域の資源や課題に
直接触れる機会の増大

生徒の動きが活発化

生徒理解の促進

大学関係者・企業などから
の指導・支援

講師招聘事業・先進校視
察・域内の学校との連携

地域の自治体・地元企業な
どとの連携を深化

産官学等連携の深まり

国内の高校との
交流・連携

パフォーマンス課題の
開発と共有化

教育課程検討委員会が
先導して各教科との
連携をはかり、

カリキュラム開発と
学校設定科目を構築し
職員会議にて決定

運営指導委員会での
協議事項をもとに、

串本古座高校魅力化プ
ロジェクトを地盤として、
新しい時代の視点を取り
入れてブラッシュアップ

を実施

令和６年度も
継続して強化を図る

令和６年度も
継続して強化を図る

事業推進委員会が
先導してビジョンを示し、
総合的な探究の時間を
中心として機会の
増加と内容の充実に
努めているが、

令和６年度には学校
設定科目にも広げて
実践力の向上に努める

全教職員を対象とした
ワークショップ形式の
現職教育を複数回実施
し、育成を目指す資質・
能力と生徒像の共通理
解を深め、ひいては授業
改革を促す取り組みを実
施して、その成果を得た

総合的な探究の時間
で働きかけを強化し
ているが、令和６年
度には学校設定科目
にも広げて機会の
増加に努める

現職教育において方
向性を周知。令和６
年度より総探や地域
探究と宇宙探究、学
校設定科目で授業を

改革

串本古座高校魅力
化プロジェクトをブ
ラッシュアップして
令和６年度に

総探や地域探究と宇
宙探究、学校設定科
目で強化する

ロジックモデルとの検証

生徒の繋がりの機会増加

ｖ



令和６年度より新学科を開設

新学科名：未来創造学科

『 生徒の未来、地域の未来、世界の未来を創造する 』

□文理探究コース

人文・社会・自然科学のすべて
の学習をおこない、積極的な外
国や地域との交流をとおして
地域課題解決に資する力や国際
感覚、語学力、科学的な視点を
養う探究的な学び

地域が持つ魅力的な教育資源を活かした新たな３つのコース

□宇宙探究コース

普通科の科目以外に、宇宙産業
関連企業や大学等の研究機関と
連携した探究的な学び

□地域探究コース

少子高齢化や地場産業の衰退等、
今後の日本が直面する課題に対
して、教科間や学校と地域間に
おける往還型の探究的な学び

全国初！
公立高校の宇宙関連教育を

リードする！

紀伊半島でしか
できない学びを
提供する！

国際的、科学的な学びを
追究する！

自らの可能性に果敢にかつ自由に挑戦し、実践的・探究的な学びをとおして
自分の将来や社会の未来を創造しながら切り拓いていく生徒を育む普通科高校



□文理探究コース

人文・社会・自然科学の全ての領域につい
て幅広い学問的素養を養うとともに、地域に
根ざした教育資源を採り入れ、積極的に海外
と交流し、地域・国際観や語学力を身につける。

また、より専門的な知識の探究を通じて、異
なる価値観の人々と協調し、状況の変化にし
なやかに対応した新たな技術や仕組みを、主
体的に創造できる態度を培う。

さらには、多元化、情報化の深度が増すと
予測されるこれからの国際社会を牽引するた
めに、論理的・科学的な視点から物事を分析し、
変化に適応できる人材を育成する。

□宇宙探究コース

全国でも有数の、最先端の教育資源が間近
にある環境を最大限に生かすため、「宇宙」を
専門に学ぶ新たなコースを設置。

宇宙教育を核に、既存の教科・科目にとら
われない、教科横断的で探究的な学びを行う。

宇宙探究コースでの学びを通して、未知の
世界への探究の足跡を学び、生徒自身が主体
性を持ってこれからの宇宙産業についての探
究に参画することで、科学への興味・関心や
学ぶ意欲を高めるとともに、多面的・総合的に
考える力を養い、未来を切り拓く人材を育成す
る。

□地域探究コース

これまで積み重ねてきた地域との協働的な
学びを学校設定教科・科目として新たに発展
的に設定し直し、少子高齢化や地場産業の衰
退などの、今後の日本が直面する課題に対し
て、教科間や学校・地域間における往還型の
学びを経験することを目指す。

現存する地域の魅力や資源を学ぶのみなら
ず、課題意識を持って地域資源の保全、活用
に取り組むことで、地域の課題と広く日本全
体や世界全体で起きている課題との相互の関
連を見出し、それらの課題解決に向けて行動
できる、グローバルな視点を持つ人材を育成
する。

新学科における特色ある教育内容
複合的なフィールドを活用した教科横断的かつ探究的な学びの実践！



ラムサール条約
登録地

地域が持つ魅力的な教育資源

地域まるごとキャンパス構想を
新時代の学びにあわせて
ブラッシュアップ

南紀熊野ジオパーク

清流 古座川

世界遺産
「紀伊山地の霊場と参詣道」

サンゴ群落

ロケット射場

トルコとの国際交流

地域が持つ自然・文化・歴史をそのまま教材にして、そして宇宙へ

串本・古座川地域における貴重な自然や文化を探究
することは、地域が持つ魅力の再認識と、培ってきた文
化の継承、新たな形での活用を考察する一助となる。
それは、地域への愛着を育むとともに、自らのあり方・
生き方を考え、確固たる世界観や価値観を確立するこ
とにつながる。
また、世界的に最先端の宇宙施設や、確かな実績を

積んでいる試験場など、未来を担っていく技術や産業
の一端を垣間見ることは、主体的に課題に取り組み

変化に柔軟に対応する力、将来への
展望など、これからの社会に必要な
能力の獲得につながる。
さらに、特に宇宙教育を行うなか

では、新たな産業や常識の開拓に挑
む人々に接することができる。

地域の未来を担う高校生にとって、
既存の環境に甘んじることなく、自ら
の手で変化を起こそうとする人々との

交流は、単なる知識・技能の
修得以上の効果をもたらすこ
とになると期待している。



水産生物探究

南紀デュアル

地域が持つ魅力的な教育資源を活かした学校設定科目

知を究める、論理的に学ぶ！

1年次 宇宙探究基礎
２年次 宇宙ビジネス探究
２年次 宇宙観測と利活用
２年次 宇宙航空工学
３年次 衛星データ分析と活用
３年次 宇宙と国際理解

マリンスポーツ

宇宙探究コース

南紀自然文化探究

南紀食文化探究

1年次 地域探究
２年次 宇宙ビジネス探究
２年次 実用英語
２年次 現代文探究
３年次 総合英語探究／生物／物理
３年次 応用社会探究／生物
３年次 応用国語探究／応用理科探究

文理探究コース

地域探究コース

1年次 地域探究
２年次 マリンスポーツ
２年次 フードデザイン
２年次 情報デザイン
２年次 南紀デュアル
２年次 紀伊半島探究α
２年次 介護福祉基礎
３年次 文化共創探究
３年次 観光経済
３年次 ジオパーク学探究
３年次 聞書人物探究
３年次 宇宙総合探究
３年次 水産生物探究
３年次 紀伊半島探究β
３年次 南紀食文化探究

宇宙探究基礎

ジオパーク学探究

地域を究める、体験的に学ぶ！ 宇宙を学ぶ、宇宙から学ぶ！

地域を世界の縮図と捉えて、地域をフィールドにして、体験的・探究的な学びを実現する

地域を学ぶから
地域で学ぶへ！



令和５年度の取り組み
新カリキュラムの具体的な学習内容を検討！

統計資料を用いた分析やオープンデータを
活用した探究的な授業を展開するための

指導力向上に努めた

「地域分析」の
統計研修

計８名が３組に分かれて
４校を視察

先進校視察と情報共有

各教職員の理解の促進

現職教育①
発達に課題のある
生徒の理解と支援

学校改革に係る教員研修

ｖ校内で報告会を
実施し、情報を共有

新しい学校をよりよいものとするため、
様々な機会を利用して教職員全員が学校
改革の理解を深めたり、各人の教育力

向上に資する研修を行った

ｖ

改革を志す他の学校の
現状を知り、自分ごとと
して考える機運の
醸成につながった

現職教育②
星空を活用した持続可
能な観光地域づくり

現職教育③④
よりよい授業のための
ワークショップ

地域との協働活動に高校生が交わることは、
教育面からも地域振興の面からも有望である

ことを理解した

新学科・新コースのスタートに向けて、より良い
学校を作る上で、やはり授業を大切にするという
ことが不可欠であることの共通理解を深めた

各教員の授業工夫を
紹介

「ＴｒｙＲｅｐｏｒｔ」

授業改革の広報に努め、個々の教職員が持つ知識や
授業開発の観点とスキルを共有し合い、ともに高め
合える環境作りに注力し、授業改革の意識と意欲の
高揚と本校が掲げる教育ビジョンとの関連づけへと
繋げた

宇宙専門職員の配置

ｖ

①宇宙探究コースの
学校設定科目の
活動計画立案

各教科担当者らと協働で素案を企画・作成し本事業
の管理機関である和歌山県教育委員会に諮って内容
を決定

③大学等との連携

②対外宣伝兼宇宙
教育活動

宇宙の魅力やおもしろさを共有し、本校の宇宙探究
コースに興味を持つ人材を増やすことを目的に、宇
宙出前授業、探究活動向け授業、講演などを実施

本校の宇宙探究コースの趣旨に興味を持ち、一緒に
授業を盛り上げてくれる大学や研究機関との連携に
向けた調査・調整を行う

各教職員の理解を促進し、令和６年度に備える！



新学科設置に際して苦労・工夫していること

教職員の共通理解を深め、最終到達点は授業改革！

よりよい授業のための
ワークショップ

新学科・新コースのスタートに向けて、より
良い学校を作る上で、やはり授業を大切に
するということが不可欠であるという認識
のもとに、全教職員を対象に現職教育を実
施し、３人で一つのグループを組み、様々
なテーマについて議論した。

テーマ①授業の前提条件の合意形成
②個別最適な授業の条件
③５０分の授業のやりがい
④生徒に実感させたい事

各教職員の理解促進への取り組み

新学科への改革の肝は、授業改革であるということ！

各教職員が、本校の新たな普通科における取組の目的と目標を理解し、新設された未来創造学科における授業を
中心とした教育を通じて、チーム学校として育成を目指す資質・能力を向上させる授業実践ができることが重要

現状の分析から未来を
創造するためのワークショップ

今年度の成果と課題から本校の現状を分
析するためのワークショップを、前回と同
様に全教職員を対象に現職教育で実施し
た。
３人で一つのグループを組み、授業指導と
生徒指導の側面から成果と課題を分析した。
また、それをもとに生徒の未来を創造する
ための取り組みとして、重要度の高いもの
と緊急度の高いものをマトリックスに整理し、
来年度の取り組みの重点事項として教職員
間で共通理解を深めた。

Ｔｒｙ Ｒｅｐｏｒｔの発行

各教職員の授業実践報告と自己評価、さら
なる改善ポイントを整理した「Try Report」
を発行して授業改革の広報に努め、個々の
教職員が持つ知識や授業開発の観点とス
キルを共有し合い、ともに高め合える環境
作りに注力し、授業改革の意識と意欲の高
揚と本校が掲げる教育ビジョンとの関連づ
けへと繋げた。

ＳＴＥＰ１ ＳＴＥＰ２ ＳＴＥＰ３



Ｔｒｙ Ｒｅｐｏｒｔ！ 教職員の共通理解を深め、
最終到達点はチーム学校で取り組む授業改革！

各教職員の理解促進への取り組み

各教職員の授業改革の報告と自己評価、さらなる改善点を整理するとともに、個々の教職員が持つ知識や授業開発の観点とスキル
を共有し合い、ともに高め合える環境作りのために発行している。そのことにより、真摯に授業の改革に向き合う教職員の個々の努力
が形となり顕在化されている。周知されることで個々のポジティブな教育活動へと繋がり、授業改革が発展するよう心掛けている。



新学科設置に際して苦労・工夫していること
各教職員の理解促進への取り組み

授業改革を本格化！
ＳＴＥＰ４

各授業の評価規準
ルーブリック等の作成

パフォーマンス課題の
開発と共有化

令和６年度は

新たな普通科における教育を通じて育成を目指す資質・能力は、多様で複合的なフィールドを
生かし、地域と連携しながら、宇宙や科学を探究する意欲や、地域の課題を解決しようとする志を
育むことを目標とし、総合的な探究の時間を中心としつつ、未来創造学科におけるあらゆる教育
活動を通して育成を目指す

□育成を目指す資質・能力を育むための具体的な取り組み

総探や地域探究、宇宙探究、学校設定科目を軸に

□本校の新たな普通科における取組の目的・目標

○総合的な探究の時間や地域探究、宇宙探究、学校設定科目において、パフォーマンス課題の開発とルーブリックを作成し、
それを活用したパフォーマンス評価を取り入れ、主体的で探究的な授業改革に取り組み、新たな普通科で育成を目指す
資質・能力を育む

□パフォーマンス課題とルーブリック・自己評価を
取り入れた授業の実践

・単元ごとにパフォーマンス課題を取り入れる
・ルーブリックを示して学習目標の共有を図るとともに、
授業の自己評価をさせる

何のために学ぶのか、どんな力を身に付けるのかを
生徒と共有し、主体的で探究的な授業を実践する

□パフォーマンス課題とルーブリックを校内で共有する

・育成を目指す資質・能力をもとに、各教科でルーブリック
の作成に取り組み、校内で共有する一覧表を作成する

・単元名や日時、評価対象番号を入力するだけで、ルーブ
リックと自己評価表が作成できる仕組みを作り、校内で
共有し、ルーブリック作成の効率化を図る



ルーブリックを共有できる仕組みを作る

印刷シート

作成シート
評価対象の一覧表

５０個の評価対象を
３観点に分けて整理

知識・技能のキーワードと
評価対象の番号だけを入力

ルーブリックと
自己評価表が完成

○パフォーマンス課題を評価するために、学習目標に適合したルーブリックを！
〇校内で統一することで、生徒の取り組み易さと教職員の作業の効率化を実現！

各教職員の理解促進への取り組み



単元ルーブリックと自己評価表

３観点から、
ひとつずつの
評価対象を選ぶ

知識・技能は
キーワード法で

自己評価の理由を書かせる！
内省を促す！

評価基準

各教職員の理解促進への取り組み

評価規準



指定終了後の取組継続について
未来創造委員会を校内に設置□国の指定終了後の取組継続のための仕組み

本取組を維持・発展させる組織として、令和６年度に未来創造
委員会を新設し、年度ごとの評価と学びの改善、新たな学びを
企画・立案し、創造する役割を果たすこととしている

年度ごとに、
目指すべき目標を設定

特に宇宙や地域という分野は、科学技術の進歩や
地域の状況などにより常に変化していくもの

県教育委員会の支援

その達成状況や
取組の適切さを評価

学校として
組織的・継続的な改善

継続・発展

今までの学びの継続だけでは、本来の目的を達成できなくなる恐れがある

①指導主事等が継続して学校訪問し、指導・助言
②評価結果をもとに適切な支援

本校の新たな教育活動が計画的・持続的に
取り組めるよう体制を整える

学校運営
協議会

地域
協議会

□既存の組織の活性化

未来創造委員会と地域協議会、学校運営協議会が連携・協力
を深め、ＰＤＣＡサイクルに基づいた第三者による外部評価体制
と内部評価体制を継続して充実させ、評価を公表する

新たな組織に改編、再構築

学内外からの評価体制の確立

未来創造
委員会



和歌山県立

串本古座高等学校

「夢を語れる１８歳」に！


